
杉並区気候区民会議参加者アンケート 

 

Q1. 年代を選択してください。 

 

 

 

Q2. 全体として気候区民会議に参加して満足している。 

 

10代, 7名, 14%

20代, 4名, 8%

30代, 10名, 19%

40代, 11名, 21%

50代, 8名, 16%

60代, 6名, 12%

70代以上, 5名, 10%

10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代以上

1. 全くそう思わない, 
0名, 0%

2. あまりそう思わない,
0名, 0%

3. どちらともいえない, 
1名, 2%

4. ややそう思う,
8名, 16%

5. とてもそう思う, 
42名, 82%

1. 全くそう思わない 2. あまりそう思わない 3. どちらともいえない

4. ややそう思う 5. とてもそう思う



Q3. 気候区民会議に参加したことで、自分とは異なる関心や見解を持つ人と知り合うことができた。 

 

 

 

Q4. 気候区民会議に参加したことで、多くの新しい知識と情報を得られた。 

 

 

  

1. 全くそう思わない,
0名, 0%

2. あまりそう思わない, 
0名, 0%

3. どちらともいえない, 
0名, 0%

4. ややそう思う, 
11名, 22%

5. とてもそう思う, 
40名, 78%

1. 全くそう思わない 2. あまりそう思わない 3. どちらともいえない

4. ややそう思う 5. とてもそう思う

1. 全くそう思わない, 
0名, 0%

2. あまりそう思わない, 
1名, 2%

3. どちらともいえない, 
0名, 0%

4. ややそう思う, 
7名, 14%

5. とてもそう思う, 
43名, 84%

1. 全くそう思わない 2. あまりそう思わない 3. どちらともいえない

4. ややそう思う 5. とてもそう思う



Q5. 今日の気候区民会議を終えてみて、気候変動問題に関心はありますか？ 

 

 

 

Q6. 全 6 回を終えてみて、気候区民会議に参加する前と比べてあなた自身の変化として感じてい

ることはありますか？ 

〔10代の方のご意見〕 

 ペットボトルの使用を控えて、水筒や給水器を活用するようになった。 

 ニュースなどで環境問題など取り上げられているのを見ると、自分ならどうするのか、自分には何がで

きるのかを考えるようになった。 

 気候変動対策に対して、もっと真剣に私達も取り組まなければいけないと思った。 

 

〔20代の方のご意見〕 

 テレビ等でも意識的に気候変動に関する話題を見るようになった 

 

〔30代の方のご意見〕 

 気候変動の危機感と緊急性が分かり、自分事として考えられるようになった。 

 省エネに対して意識するようになった。 

 多様な意見があると感じた。同時に自分と同じような意見を持つ人が多いと感じた。 

 スーパーの資源回収ボックスの活用など自分でできる取り組みから始めた。 

 環境のことを考えて行動しようと思った。 

 企業を迎えて話を聞く機会がなかったのでいい機会だった。 

 環境問題は話題にしにくいトピックでしたが、会議に参加するようになって、「こういう会議に参加して

1. 全く関心がない, 
0名, 0%

2. あまり関心がない, 
0名, 0%

3. やや関心がある, 
5名, 10%

4. とても関心がある, 
46名, 90%

1. 全く関心がない 2. あまり関心がない

3. やや関心がある 4. とても関心がある



いるんだよね」と切り出すことで、友人と話しやすくなった。 

 自分が出来ることから、環境配慮をしていこうと思えた。 

 

〔40代の方のご意見〕 

 個人や区でできることがあるとわかった。 

 主体性がでた。 

 世界のさまざまな取組を知ることができたこと、区でいままで取り組んできたこと、検討されてきたこと

を知れて良かった。また、より生活に根付いた観点で気候変動について考えるようになった。 

 環境問題がより自分ごとになり、杉並に愛着がわいた。区政に関心が高まった。 

 自分にできることがたくさんあると知った。 

 個人の努力だけでなく、地域や自治体でできること・すべきことの理解が深まった。 

 世代や立場は違っても、目指すことは同じであることを感じられた。 

 自分事と考えるようになり まめにごみの分別をするようになった。 

 まったなしで気候変動に対する対策が必要だと実感した。 

 具体的な視点を持てたことで、自分で出来ることに気づけた。また、行政単位でも取り組むべきことが

たくさんあることに気づけた。 

 区民にこれだけ問題意識をもって、前向きに考えている方々がいることを知ることができ、自分自身

も具体的に行動していこうと思うことができた。 

 

〔50代の方のご意見〕 

 自らが変化を起こす必要性を感じた。 

 ゴミの処分方法や節電、太陽光パネルなど具体的な行動に移りたい。 

 再生エネルギーの関心が高まり、太陽光パネルを設置すると思う。 

 環境の話を周りにするようになった。 

 様々なことに対して意識が変わった。 

 環境問題の知識が増え、関心も高まり、個人でできることを実践していこうと思う。 

 普段会わない方たちといい意味での議論が多少はできるようになった。 

 

〔60代の方のご意見〕 

 気候変動への関心が高まり、気候変動関連の報道にも目が行くようになった。 

 温暖化について、学べる事ができ、ありがとうございました。 

 温暖化問題は国レベルの話だと思っていたが、市民レベルからも築き上げていく必要があることが分

かった。 

 自分ごととして考えるようになり、関心が高まった。 

 私達がいま出来ることを家族や知人に自信を持って話せるようになった。 

 



〔70代の方のご意見〕 

 杉並区がより好きになった。 

 関心の異なる人と会議していくことに少しとまどったが、そんな人とも足並みそろえて生活しなければ

ならないことを痛感している。 

 

Q7. 今回の意見提案によって杉並区の温暖化防止政策に関する区民の関心が高まるだろう。 

 
 

Q8. 気候区民会議のように、区民が気候問題の政策について議論に参加することは重要だ。 

 

1. 全くそう思わない,
0名, 0%

2. あまりそう思わない, 
0名, 0%

3. どちらともいえない, 
9名, 18%

4. ややそう思う, 
21名, 41%

5. とてもそう思う, 
21名, 41%

1. 全くそう思わない 2. あまりそう思わない 3. どちらともいえない

4. ややそう思う 5. とてもそう思う

1. 全くそう思わない, 
0名, 0%

2. あまりそう思わない, 
0名, 0%

3. どちらともいえない,
2名, 4%

4. ややそう思う,
4名, 8%

5. とてもそう思う, 
45名, 88%

1. 全くそう思わない 2. あまりそう思わない 3. どちらともいえない

4. ややそう思う 5. とてもそう思う



Q9. 気候区民会議の終了後も、杉並区の温暖化対策の推進に向けて何か活動したい。 

 

 

 

Q10. 今後、意見提案の実現に向けた取組などについて、もし機会があれば参加してみたいと思い

ますか？ 

 

1. 全くそう思わない, 0
名, 0%

2. あまりそう思わない, 
0名, 0%

3. どちらともいえない, 
1名, 2%

4. ややそう思う, 
15名, 29%

5. とてもそう思う, 
35名, 69%

1. 全くそう思わない 2. あまりそう思わない 3. どちらともいえない

4. ややそう思う 5. とてもそう思う

1. 参加を希望しない,
0名, 0%

2. 内容によっては
参加を希望する,

19名, 37%

3. 参加を希望する, 
32名, 63%

1. 参加を希望しない 2. 内容によっては参加を希望する 3. 参加を希望する


